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ムの作成

肝一門脈系血流動熊解析用計算機プログラ
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　RI投与後得られる時系列には通常，診断に役立つ
多くの情報が含まれている。これらを有効にとりだす

方法の一つに，各臓器の特性を簡単な数学的Model

でおきかえ，Simulationによつて解析する方法が

あり，RCGの解析などに用いられている。今回我々は

肝一門脈系に対し下図のModelを用いて解析を行な

うデジタル計算機プログラムを作成したので報告する。
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肝及び磨（腸）の

特性関数を夫々hL（t），

hs（t），Aorta部の入力

波をφ（t）とすると，

からの出力波g（t）は

肝部脾・腸・時間遅れtZZ・丁

　　　　　　　　　　　　　　　Model　　肝
貿・）鋤・｛p叫｛1－k＋・IH・1¢・t’・d・・’°（1）

ここに

　　K＝門脈流量／肝動脈流量，

　　旧・（s）＝かL（s）（レt’）dV．

計算方法　基本的にはlHを時間遅れを伴なった一次

系lrH〈・おきかえ，得られたy（・び最iJ・自乗の・訴

でg（t）の最良近似となるように1Hに含まれるパフメ

メタ，及びK，ふを決定すればよいのだが・ただちに

次の問題が生じる。（1）多大の計算時間を要する。

（1）得られる時系列は，その初期段階においては，上

図Modelでほぼ近似出来ると考えられるが，時間が

たつにつれてback－groundが上昇しModelから
のずれが増大する。これ等の問題をさけるため次の手

法を用いる。

　Nコの互いに独立な重み関数W」（t），但しWj（t－

t’ ）二Wj（t）／W）（t’），を考え（1）の両辺に

L”　（W、（・）・d㌧　を作用すると

ここに〈戸・〉一・百D〈P・〉〈戸」〉寸挙（t）Wj（t）・・，＜fij＞鋼

柔誤蛎㌶麟㌫最小にするよう・ご決定

される。

　　　　　　　　　　　rv　　C一Σ〔｛〈9j＞一〈Hj＞〈φ1＞｝／〈〉°j＞〕2…（3）

・

〈頁1＞はζはや積分演算子でなく，Wjのとり方によ

て，未知パラメタの簡単な関数となる。さらに，ノイ

ズレベルが大きい所でWjの値が無視出来れば（1）の

問題点も解消する。本プログラムではWjとしてeXD

　（一ξjt）を採用している。

　　各種左右短絡率測定法の検討
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　RI　Angiocardiographyによる左右短絡率の測定は

非観血的検査法であり，患者に与える侵襲も少なく，

術前・術後の繰返し検査及びスクリーニング検査とし

て適している。従来短絡率の計算法としては，Folse

らのCv／Ci法，　AndersonらのX／Y法，　Maltzらの

Qp／Qs法が有り，又我々もH．／H1法を発表した。今

回我々はC2／C1法，　X／Y法及び我々のHs／H，法で短

絡率を求め検討したので報告する。

　使用した装置は情報の検出の為に140keV，高感度

parallel－hole　collimatorを付けたNuclear　Chicago

社製Pho－Gamma　HP型Scintillation　Camera，情報の

収集・処理の為にInformatek社のSimis　3型Com－

puterである。

　方法は仰臥位の患者の肘静脈より99mTc－pertechne－

tate　3－6mCiを生食水でflushしbolusに注入する。

注入直後より検出される情報を1ist　modeで30秒間

computerに収集する。　Data処理法はまず関心領域決

定の為にpeak　timeに関するfunctional　imageを作

成し，上大静脈及び右又は左肺の関心領域を決定する。

次に上大静脈のtime　aetivity　eurveを作成し，　bolus

性をcheckする。さらに右又は左肺のtime　activi　ty

curveを作成し，　smoothingを行なつTC後短絡率の計

算を行なう。Cs／C、法は肺のtime　activity　curveの

peak　countをC、とし，立上りよりpeakまでの時間T

と等しい時間peakより経過しTL：時のcount　C．を求め

C2／C、を計算する。　X／Y法は肺のtime　activity

curveの立下リ部分を指数函数にfittingし，peak　count

の1％値になるまで外挿し，peakよリ1％になるまで

の面積を計算しYとする。さらに指数函数と肺のtime

aetivity　curveで囲まれfc部分の面積をXとしX／Y

を計算する。我々のH8／H，法は肺の立下り部分を指数

函数にfitti㎎し，肺のti　me　activity　curveより

fitting　curveを引算しshunt　circulation　curveを

算出し，肺のpeak　count　H，とshunt　circulation

curveのpeak　eount　HsよりH．／H、を計算する。

　上記方法によりASD，　VSD，　PDAの症例の短絡率を

各々計算し検討を行なつた。
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